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ー あ い さつ

財団法人 日本バ ドミン トン協会

会 長 櫻 内 義 雄

茨城県の水戸市において,第 16回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が

開催されますことは誠に喜ばしい限りであります。

ご承知のとおり,近年バ ドミントン競技の進展には目ざましいものがあります。青

少年はもとより家庭婦人の間にも広 く普及し,そ の競技人口は増加の一途をたどって

おります。毎年数多くの国際大会が盛んに開催され,そ して,本年のバルセロナオリ

ンピックでは正式種目として採用され,熱戦が展開されたところであります。

本日ここに,全国から選ばれた高等専門学校の選手諸君が覇を競い合うわけであり

ますが, どうか郷土の期待を担い,母校の名誉のために目標を大きく持ち, 日頃の鍛

錬の成果を十分に発揮 し,国際舞台で活躍できる選手を目指 して頑張っていただくよ

う切望致 します。

おわりに,本大会の開催にあたり,準備万端お世話くださいました茨城工業高等専

門学校のみなさん,な らびに茨城県バ ドミントン協会関係各位に心から厚 くお礼申し

上げ,挨拶と致 します。
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~゛

― あ い さつ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 清 水 二 郎
(鶴岡工業高等専門学校校長)

第 16回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が水戸市で開催されますこと

は,誠に喜びにたえません。本大会が開催されるにあたりまして御尽力をいただきま

した茨城県バ ドミントン協会,茨城工業高等専門学校並びに関係各位に心から感謝申

し_Lげ ます。

さて,全国各地区における予選を勝ち抜いてこられた選手諸君は, 日頃の鍛練の成

果を十分に発揮 し,お互いに正々堂々とベス トを尽 くして健闘されることを期待しま

す。

さらに,本大会を通じて競技技術の一層の向上を図るとともに,お互いの友好 。親

睦を深め,高専生活をさらに充実したものとされることを希望 します。

本年は,全国高等専門学校体育大会の 8種 目のほかに,本大会のように種目別日本

競技団体が共催されます4種目の全国大会が,関東信越地区の各地で8月 に開催され

ます。今年度以降,ラ グビー競技を除く高等専門学校の体育競技の全国大会は,全国

8地区の輪番で同一地区で開催されることになっています。高等専門学校に学ぶ学生

諸君は,全国大会をめざして健全なスポーツ精神を培うことにより,心身の鍛練,さ

らに豊かな人間性を確立されるよう念願いたします。

最後に,本大会を共催していただきました(財)日 本バ ドミントン協会並びに御後援

くださいました文部省,茨城県,茨城県教育委員会,(財 )茨城県体育協会,勝田市教

育委員会に対 しまして厚 く御礼申し上げます。
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歓迎のことば

茨 城 県 知 事

(財 )茨城県体育協会会長 竹 内 藤 男

この度,第 16回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が盛大に開催されま

すことを心からお喜び申し上げます。全国各地からお越 し頂きました精鋭の皆様を心

から歓迎申し上げます。

近年,ス ポーツ 。レクリエーションに対する国民の関心はますます高まりを見せて

おります。心と身体の健康を保つうえでスポーツ活動は,極めて有意義でありますの

で,県 といたしましても,ス ポーツ活動の促進,施設の整備などに積極的に取 り組ん

でいるところであります。

特にバ ドミントンは, トップクラスの選手から高齢者や子供たちにいたるまで,多

くの方々に生涯スポーツとしても楽しまれており,そ の意味からも,皆様方のすばら

しいプレーを期待しております。

茨城県は,つ くばや日立,東海,鹿島などに,世界的な科学技術や高度な産業技術

が集積 しております。また全国第 4位の可住地面積と大平洋に面した 180kmの 海

岸線をもち, 自然に恵まれた多彩な観光資源があります。皆様方には,折角の機会で

すので,茨城の姿や人情に触れて頂ければ幸いです。また,来年の 3月 27日 から,

偕楽園開園 150周年も記念し開催する『全国都市緑化フェア』へおいで下さるよう

お待ち申し上げます。

最後になりましたが,本大会の開催にご尽力を頂きました (財 )日 本バ ドミントン協

会をはじめ,関係各位に厚 くお礼申し上げますとともに,選手の皆様のご健闘と大会

の成功を祈念して,ごあいさつといたします。
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歓迎のことば

茨 城 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

会 長 手 塚 克 彦

第 16回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が,水戸市において開催され

ますことは誠に喜びにたえません。全国から選抜された選手監督のみなさん,ま た同

行されました教職員のみなさん,よ うこそ水戸へおいでいただきました。心から歓迎

申し上げます。

本大会は,年に一度の大会 として,高専生にとっては最大の目標として位置づけら

れているものと思います。本大会を目指 して頑張ってきた厳 しい練習の成果を十分に

発揮され,母校の名誉と郷土の期待を胸に, 自らの栄光のためプレーされることを願

っております。

皆様ご承知のとおり,当地は水戸黄門の故郷として有名でありますし, 日本三大公

園の一つ偕楽園もあります。観光にもご注目いただいて,水戸での思い出に残る楽し

い滞在を期待しております。

おわりに,本大会開催にあたりご尽力いただいた関係各位の皆様に心から敬意と感

謝の意を表しまして,歓迎の言葉と致します。
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歓迎のことば

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校

校 長 中 .本寸
・

全国各地区における予選を勝ち抜いてこられた選手並びに教職員の方々を多数お迎

えして,第 16回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が歴史の香 り豊かな水

戸市において開催されますことは,ま ことに喜ばしく心から歓迎申し上げます。

この大会は,昭和 51年に長岡市で開かれた東日本大会を契機として,全国高専の

バ ドミントン愛好者が全国大会開催を目指して尽力された結果,翌年に財団法人日本

バ ドミントン協会主催の第 1回全国大会 として旭川市で開かれました。以来毎年,各

地区の輪番で本大会が開かれ,熱戦が繰 り広げられてきました。今年は,全国8地区

の三巡目のスター トの年にあたります。この記念すべき大会が,選手のみなさんにと

って高専生活の良い思い出の一ページとなりますことを心から願っております。

バ ドミントン競技は, 19世紀の英国でマナーの厳格な紳士のゲームとして誕生し,

バルセロナ五輪では初めて正式種目に採用されました。選手のみなさんは,単に勝負

のみにとらわれることなく, 日頃精進された力と技を正々堂々と発揮されることを期

待しております。

最後に,本大会の開催にあたり,多大の御支援と御協力をいただきました関係者の

方々に心から御礼を申し上げます。

賢 二 郎
‐
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大 会 日 程

8月 7日 (金 )

8月 8日 (土 )

8月 9日 (日 )

17:00～

9:00^―

9:30^―

9:00～

競技終了後

代表者会議

開 会 式

競 技 開 始

競 技 開 始

閉 会 式

(茨城県立スポーツセンター)

(茨城県立スポーツセンター)

団体戦

男子個人戦複 。女子個人戦複

男子個人戦単 。女子個人戦単

(茨城県立スポーツセンター)

式  次  第

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

1 1.

〔開 会

開   式

選   手

開   会

優勝楯返還・

大 会 会 長

歓  迎  の

選   手

競  技  上

審  判  上

閉   式

選   手

式〕

通   告

入   場

旦.  百

レプ リカ授与

あ い さ つ

こ  と  ば

宣   誓

の  注  意

の  注  意

通   告

退   場

〔閉 会 式〕
1.選 手 整 列

2.開 式 通 告

3.成 績 発 表

4.表           彰

5。 大 会 会 長 あ い さ つ

6。 閉  式  通  告

7.選 手 退 場
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大 会 名誉 会長

大会名誉副会長

大 会 名誉 顧 問

大 会 会 長

大 会 副 会 長

大  会 顧 問

大 会 委 員 長

大会副委員長

大 会 委 員

大 会 役 員

(財 )日 本バ ドミン トン協会 会 長

(社 )全国高等専門学校体育協会会長

茨城県知事 ((財 )茨城県体育協会会長)

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校 校 長

(財 )日 本バ ドミントン協会専務理事

茨 城 県 バ ド ミ ン トン協 会 会 長

茨 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長

勝 田 市 教 育 委 員 会 教 育 長

茨城工 業高等専 門学校 学 生主事

茨城 県バ ドミン トン協会 理事長

茨城工 業 高等専 門学校 事務部長

茨城工 業 高等専 門学校 学生課長

茨 城 工 業 高 等 専 門 ■ 校

櫻 内 義 雄

長 谷 川

基  夫

克  彦

芳  夫

賓

磯  雄

寛  治

徳  見

本直

紀  興

鑑 一 郎

久  法

孝  幸

'表

   イテ

孝

勇  治

郎

　

男

賢 二 郎
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総 務 委 員 長

総 務 副 委 員長

総 務 委 員

競 技 委 員 長

競技副委員長

競 技 委 員

救  護  係

線 審

競 技 役 員

茨城 県バ ドミン トン協会 理事長   加

茨城県バ ドミン トン協会副理事長   笠

茨 城 工 業 高 等 専 門 学 校

三 塚  子L寿   橋 本   守

木 村    保   飯 田  弘 満

鈴 木  一 枝

茨城県バ ドミン トン協会常任理事   笹

茨城県バ ドミン トン協会常任理事   金

茨 城 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

広 木  麗 子   堀  加 津 子

川 瀬  柾 子   平 松  光 子

茨城県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

小 林   守   沼 田  隆 政

村 田  一 弘

看護婦 (茨 城工業高等専 門学校 ) 沼

看      護      婦   小

茨城県バ ドミン トン協会副理事長   早

茨城県バ ドミン トン協会常任理事   茶

茨 城 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

佐藤 マツ  江川 恵子  保坂 信子

深谷 とし子   角田 京子   山崎貴美子
ナF  綾子  早川真知子   山村  由枝

福地ヤスヨ  深谷ひろ美  石川貴江子
上江州由美子 川野 勝美  横須賀芳光

広木  孝治  渡辺 孝夫   小島 孝治

菅野 正明

茨城県立水戸第一高等学校バ ドミントン部部員

茨城県立水戸工業高等学校バ ドミントン部部員

茨城県立水戸商業高等学校バ ドミントン部部員

茨城県立緑岡高等学校バ ドミントン部部員

茨城工業高等専門学校バ ドミントン部部員
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会場案内図 (茨城県立スポーツセンター)

団体戦選手集合所
大会本部 ――→

(フ ェンシング場)

玄 関 ホ ー ル
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競技運営上の注意事項

1.本大会は、平成 4年度 (財 )日 本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により

実施致します。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会

場に到着しておいてください。

3.競技進行の都合上、試合時刻または試合コートを変更することがありますので、本部

の放送に注意しておいてください。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後、10分経過してもこれ

に従わない場合には、原則として棄権とみなします。

5.団体戦のみ、試合前に 3分間の練習時間を設けます。

6.団体戦は、単・複同時に進行します。また、準決勝からは 2点先取をもって打ち切 り

とします。ただし、複および単 1は必ず試合を終了させます。

7.個人戦が 2試合以上連続する場合は、10分間の休憩をおきます。

8.試合中はコー ト外に出ないようにしてください。汗拭きのタオル・ラケットなどは所

定位置のカゴの中に入れておいてください。

9.競技区域内には出場選手および監督 。マネージャー以外は立ち入らないで下さい。

10.閉会式は競技終了後直ちに行います。

11.所持品は各自の責任において管理してください。

12.会場使用上の注意事項は厳守してください。

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は、平成 4年度 (財 )日 本バ ドミントン協会競技規則並びに(財 )日 本バ ドミントン

協会公認審判員規定によって運営致します。

2.サービスジャッジは置きませんが、プレイヤー並びに代表者から要請があれば主審の

判断でつけます。

3.フ ァイナルの場合は、 5分間以内のタイムを置きます。

4.事故等の場合、主審及び審判長協議の上、試合の継続または棄権等の決定をします。

5。 シャトルの飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコートが濡れた場合には_主審に告げてください。線審に処置させます。
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第16回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

タ イ ム テ ー ブ ル

※ただし、Tは団体戦、MDは男子個人戦複、MSは男子個人戦単、 LDは女子個人戦
複、 LSは女子個人戦単を示す。
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交 名 奈良工業 F

中 田 敏〔 夫
マネーシ
゛
ャー 筒 井 身

選 手  名
どタ
司
~

年

団

体

個 人

単 複

①
あん

安
と

月 4 ○ ① ①

2 4 ○ ①
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（
０
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交 名 宇部工業「
監  督 重 田   賞
マネー/゛ヤー 佐々木

選 手  名
た多

「

年

団

体

個 人

単 複

①
おか tら  かず ひろ
岡 村 和 博 ｒ

Э ○ ② ①

（
∠ ウイシ
゛
ャヤ ・ サントキ ｒ

Э ○

3
むら  め`み    つとむ
村 上   努 ｒ

Э ○

4
まつ  お
松 F 4 ○ ① ①

ｒ
Э 4 ○
∩
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勝

ず
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＝
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雌
幡

や
矢 2 ○

ワ

・
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生 田 憲 人 2 ○

8
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宮 崎 宏 志
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■ ○

燿多
可
´ 交名 呉工業高実1専門生

マネーシ
゛
ャー

選 手  名
燿多

=f‐

年

団

体

個 人

単 複

■
■

Ｆ
Э ②

2 つ
綱 ②
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１
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選  手  名
だラ

「

年

団

体
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中 島 ギ

マネーシ
゛
ャー 池 松 翼

個 人

選 手  名
学

年

団

体 単 複

①
し
士
ハ

か
敬

歳
玉

こ
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ｒ
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ｒ
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Ｒ
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み
美

“
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た
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“
平

2
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宮
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９
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゛
ャー
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学

年

団

体
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単 複

■
■ 2 ②

女 子 選 手 名 学 年 単 複

■
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「
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゛
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年
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体
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単 複

■
■

“
諸 ｒ

Э ③
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松
ヒ
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栄 光 の 記 録

大会 会 場 種 目 1   位 2      位 位

第

回

旭

川

団 体 宮   城 長    岡 佐 世 保 釧   路

個 人
(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(宮 城 )

小 林 俊 仁
池   為 弘
(旭 川 )

阿 部 順 一
吉 井 正 浩
(苫小牧 )

個 人

(単 )
小 林 俊 仁
(旭 川 )

池   為 弘
(旭 川 )

本 間 道 英
(長 岡 )

第

回

宮

城

団 体 宮   城 旭   川 佐 世 保 長    岡

個 人
(複 )

昆 野 良 久
太 田 博 道
(宮 城 )

小 野   裕
松 浦   勇
(宮 城 )

小 山   馨
谷   茂 則
(福 井 )

玉 村 嘉 男

小竹原 勝 浩
(福 井 )

個 人
(単 )

昆 野 良 久
(宮 城 )

金 山 尚 幸
(高 松 )

小 山   馨
(福 井 )

裕小
(響 城)

第

回

福

井

団 体 宮    城 長    岡 福   井 旭   川

個 人
(複 )

土 田   実
上 田 外志夫
(富 山 )

堀 江   定
永 桶 俊 一

(長 岡 )

小 野   裕
松 浦   勇
(宮 城 )

大須賀

竹 内
(宮

弘 行
実

城 )

個 人
(単 )

大須賀 弘 行
(宮 城 )

山 本 憲 幸
(旭 川 )

金 山 尚 幸
(高 松 )

大久保
(舞

ひとし

鶴 )

第

四

回

」ヒ
4｀

子

団 体 長    岡 米   子 新 居 浜 鶴    岡

個 人
(複 )

中 本 泰 司

山 本 明 良
(米 子 )

山 田 和 彦
大須賀 弘 行
(宮 城 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(八  :戸 )

涌 井 正 樹

神 田   実
(長 岡 )

個 人
(単 )

中 本
(米

泰 司
子 )

日 野   豊
(新居浜 )

砂 野 修 治
(新居浜 )

小竹原 勝 浩
(福 井 )

第

五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長    岡 米   子 宮   城

個 人
(複 )

神 田   実
涌 井 正 樹
(長 岡 )

日 野   豊
砂 野 修 治

(新居浜 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(八 戸 )

大須賀
工 藤
(宮

弘 行
洋 之
城 )

個 人

(単 )

涌 井 正 樹
(長 岡 )

日 野   豊
(新居浜 )

中 本 泰 司
(米 子 )

林   浩一郎
(長 岡 )

第

ハ

回

」ヒ

九

州

団 体 新 居 浜 米   子 宮   城 石   り||

個 人
(複 )

自 石 健 司

堀 内 敬 一

(新居浜 )

中 野 浩 之

酒 井 充 英

(Z≡F  ′II)

林

岡 村
(長

浩一郎

孝 生
岡 )

小 野 隆 則

小 島   克
(北九州 )

個 人

(単 )

林   浩一郎
(長 岡 )

中 本 泰 司
(米 子 )

山 本 明 良
(米 子 )

蜂 谷   順
(茨 城 )

第

七

回

奈

良

団 体 石   ′‖ 米   子 高    知 福   島

個 人
(複 )

酒 井 充 英
中 松 章 一

(石 川 )

南   康 一
平 沢 則 昭
(福 井 )

伊 藤   浩
岡 村 孝 生
(長 岡 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )
個 人

(単 )

小 田
(高

高 博
知 )

南 康
井ネ冨( )

見

(茨

正

城 )

」ビ

山 根 直 樹
(津 山 )

第

ノ
‐
｀

回

東

示

団 体 福    島 新 居 浜 長    岡 山

個 人
(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

坂 井 政 彦

前 田 栄 造
(富 山 )

小 田 高 博
北 村   竜
(高 知 )

鶴 田 浩 康
秋 山   享
(新居浜 )

個 人

(」ヨ)
小 田 高 博
(高 知 )

山 根
(津

直 樹
山 )

小 谷 清 史
(米 子 )

中 西
(東

英 夫
京 )
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大 会 会 場 1   位 2    位 位

第

九

回

苫

」ヽ

牧

団 体 福    島 新 居 浜 旭   川 東   京

個 人
(複 )

場 岳 史
口 義 紀

大

田

(仙台電波 )

太 田   海
阿 部   治
(鶴 岡)

城 戸 吉 己

秋 山   享
(新居浜 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏
(東 京 )

個 人

(単 )

黒 沢 勝 敏
(福  島 )

飯 塚 俊 三

(福 島)
酒 井 謙
(福 島 )

秋 山   享
(新居浜 )

第

十

回

福

島

団 体 福    島 新 居 浜 佐 世 保 旭   川

個 人
(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏

(福 島 )

飯 塚 俊 三

薄 葉   淳
(福 島 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東 京 )

田 中 博 幸

山 口   誠
(佐世保 )

個 人

(単 )

黒 沢 勝 敏

(福 島 )
飯 塚 俊 三

(福 島 )
井 手 利 秀
(佐世保)

渡 邊 清 隆

(佐世保 )

第

十

回

鈴

鹿

団 体 佐 世 保 茨   城 津    山 都 立 工

個 人
(複 )

井 手 利 秀
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

西 田 光 宏

谷 本 直 文

(高 知 )

金 浦 新 吾

横 井 善 充
(新居浜 )

薄 葉   淳
福 田 健太郎
(福 島 )

個 人

(単 )

井 手 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

薄 葉   淳
(福 島)

堀 部 豊 美
(苫小牧 )

第

十

回

津

山

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 福   島

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信

郷   健太郎
(熊本電渡 )

堀 込
元 吉

竜 也
光 一
工 )都立(

辻

木

勉

聡下
(佐世保 )

西 村   雄
渡 邊 清 隆

(佐世保 )

個 人

(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

死 吉 平
(都立工 )

細 月1 智 之
(奈 良 )

個 中 真 二

(宇 部 )

第

十

回

新

居

浜

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 福   島 富    山

個 人
(複 )

渡 邊 清 隆

濱 野 達 矢
(佐世保 )

野 原 嘉 親

作 内 宗 明

(富 山 )

林   利 和
樋 口 三 明
(新居浜 )

若 林 政 昭

檜 原 健 蔵
(神戸市立 )

個 人

(単 )

渡 邊 清 隆

(佐世保 )
久 保 正 高
(高 知 )

本 木   実
(熊本電波 )

斎 藤   賢
(秋 田)

第

十

四

回

熊

本

団 体 熊 本 電 波 東   京 福   島 新 居 浜

個 人
(複 )

中 島 信 頼

坂 巻 五 郎
(東 京 )

上 野 敏 弘

本 木   実
(熊本電波 )

高 畑 憲 明

持 本 治 幸

(呉 )

高 畠   剛
蔵 本 茂 雄
(石 川 )

個 人

(」自)

中 島 信 頼
(東 京 )

本 木   実
(熊木雷渡 )

田 中 史 八

(チ11] り:|)
Fコ 畑 憲 明

旦( )

第

十

五

回

神

戸

団 体 福   島 石   川 旭   川 宇   部

男

　

子

個人
(複 )

井 上 晃 志

井 上 大 輔
(新居浜 )

田 尻 真
紫 垣 竜
(熊本電波 )

小 西 貴 生

松 尾 富 雄
(石 川 )

松 尾 勝 司

鎌 田   聡
(苫小牧 )

個人
(単 )

中 村 一 義
(福 島 )

蔵 本
(Й[]

茂 雄
川|)

田 尻 真
(能木雷渡 )

安 藤   毅
(奈 良 )

女

　

子

個人
(複 )

安 藤 里 美

新 宅 博 子

(奈 良 )

小 野 祐 里

三 原 久 美

(新居浜 )

石 橋 友 加

平 田 宏 美
(有 明)

斉 藤 早智子
松 原 ゆかり
(旭 川 )

個人
(彗ま) )

里

良
安 藤
(奈

美 ゆかり
川 )

松 原
(旭

上 野 真 奈
(高 知 )

平 尾 な み
(高 知 )
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大 会 本 部

救 急 病 院

月  日 本 部 所  在  地 電  話

8月 7日 (金 )
茨城工業高等専門学校

学生課学生係

〒 312

勝田市中根深谷津 866
(()2912)

72-5201

8月 8日 (土 )

8月 9日 (日 )

茨城県立

スポーツセンター

〒 310

水戸市緑町 2丁目 3番 10号

(0292)

21-0737

病   院   名 住 所 電   話

河村内科医院 (校医) 勝田市堀口 611
(0292)

72-2068

日立製作所水戸病院 勝田市石川12-1
(0292)

72-5111

-28-



祝 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

●

日二設備エンジLアリングl株式會祀

― れ さに感 動 を もとめ て

FノⅣE TECHⅣOと OGγ

世界で活躍 る高速 自動組立機

Ｇ
σ

ハイセ ック

グローバル感覚で世界をはばたく一 H:SEC

<会社概要>
代 表 者

本  社
事 業 所

営 業 所

設  立
資 本 金

従業員数

取締役社長 見澤 典雄
茨城県日立市

日立、十王、勝田

水戸、東京 (千代田区 )

日召不口47年 10月 2日

3億円

l′ 000名

事業内容

①高速自動組立 。加工・搬送システム

の設計、製作

②原子力発電関連機器の設計、製作

③火力・水力発電用補機の設計、製作

④直流・交流電動機の設計、製作

⑤電気 。空調などビル関連施設工事

本社 〒3:7
TEL
茨城県日立市会瀬町2-9-|

0294(35)211i(代表 )



よりしなやかによ勁 づよく

月■|「

暦顧1のフラインクン体 ノレが古らに充実′
ハイレベル,ローコスト。確かな機能性を存分に体験してください。

― ―
_― 菫 ■団Шヨ回ヨ■'

糧》嚇 0 0
Ｌ
一
口
ｄ
ノ

■
Ｆ
ｕ

● 1ダー ス  ¥4,100
日本バドミントン協会第一[検定合格球

世界バドミントン違盟(IBF)公認球

■�回画■
●1ダース ¥3.500
日本′ヽドミントン協会第二種検定合格球

■回回皿ヨ■
●1ダース ¥3,150
日本′(ドミントン協会第二通検定合格球

世界ノヽドミントン速盟(IBF)公認球

●1ダース ¥2,600
練習球

■剛□田■
●1ダース  ¥2,200
練習球

Ⅲ 国 囲 回 亜 日
●1ダース ¥2.500
●半ダース ¥1,250
日本パドミントン協会検定合格球

ソックスガツ
米ソーンバーグ社の研究によって,画期的なソックスが

誕生′「ソロ・パッズバドミントン用」は,バドミントンプレ

ーの筋肉の動きやシューズとの相性などを化学的に分析
して開発された,高性能なスポーツ用品です。

特許保護パ ッドを使用  新繊維オー ロンを使用
足を守る 。バドミントンの  ノヽツグンのフィット感・マ
特殊な動きに対応・バドミ  メや水虫を予防・ムレない。
ントンシューズに最適合。  臭わない。汗を即時に蒸発・

優れた保温力。

●カラー :ホワイト,ホワイト×ネービー,ホワイト×レット
●サイズ :フリー(22.0～ 28.0センチに適応)

■価格 ¥l,600

▲
‐    =‐

鼈目ず
▲
″

鸞曰目
`口

「

|」LI丁HORLO
i、塁塁|『型LMADEIN U.S.A.(米 国特許番号 :4194,249)

☆お求めはスポーツ店で。お近くに取扱店がない場合には、下記あてにお問い合わせください。 ★消費税は別途申し受けます。

・
お
―
・。|・・:亡 た

・ EヨED学
研スポーツ。レジャー営業部〒146東京都大田区仲池上1-17-15803(3726)0303

F,210-9044

曇驚轟籠じ
`影

Tスソ■0′1ッズ
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」
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考兄 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

デザインオートメーションをリードする

代 表 者

事業内容

資 本 金

従業員数

関連会社

取締役社長 光 井 範 彦

●エレベーター、電気機関車および鉄道車両用制御装置の設計

●コンピュータシステムの設計

|億円

男 230名 女 220名 計 450名

(梯 日立製作所 水戸工場

本社ビル (日立システムプラザ勝田)

日立水戸エンジエアリング株式会社

会社概要

男′係
ム

…

 

「

高
~~~~~~

1 
長

“ ||

|    ||

所在地

〒312茨 城県勝田市堀口832-2

日立システムプラザ勝田9階

容|口 292-76-1234



1兄 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

ハード&ソ フトのトータル技術で
情報化社会を生み出します。

日立プロセスコンピュータ謀妄黎イ

〔事業内容〕

☆電子計算機のハードウェア及び基本ソフトウェアの開発・

設計・製造・販売

☆スーバーミニコンシステムの開発・ファジィ制御 。人工

知能システムの研究 。開発

☆CA匿 。CAD・ エンジニアリングワークステーション
の開発

☆光通信 。LAN。 複合端末などネツトワーク通信制御シ
ステムの開発など最先端技術製品の開発

〒319-12茨 城県日立市大みか町5丁目2番 1号 80294(53)5111(代 表)
フリーダイヤル 0120-378126(ミ ナ八イプロ)

エレクトロニクスの未来を拓く
八 イ プ ロ

Eコ EコH
懸鶴.

懸購臨



1見 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

属寄りのグラフテックこ
先瑞技術を納験してくださιl。

見て、触れて、体験できるグラフテック総合ショウノレーム

情 報 を 絵 に す る

ERnPHTEE

インフォメーションセンター
2]P(045)825-6262
月～金 AM9:00～PM5:00

横浜銀行
小学校

グラフテックプラザTEL(045)825-6261 至

新神戸

至京都

新幹線

ュ
ー
オ
オ
サ
カ

至
京
都

至梅田

ホ

テ
ル

大阪

新大阪駅横浜市戸塚区品濃町503-10(本 社 ヒル IF)

JR東戸塚駅下車 東口より徒歩5分

プラザ大阪TEL(06)305-1381

大阪市淀川区西中島5-14-5新大阪INビル8F(関西営業所内)

JR新大阪駅、地下鉄御堂筋線新大阪駅下車徒歩2分
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日本社 〒130東京都塁田区太平卜10-4
´(03)621-0722(0・ 621-0723

FAX.624-5385

水鳥シヤトルコック
0日本バドミントン協会検定合格球・全国大会使用球

BS・ 309ブルーDXく最高級品)          で420¥5,000

BS・ 308ホワイト〈同日本バドミントン協会検定合格第一種〉
●345¥4,100

BS・ 307フ
'ラ
ック〈(財 )日本バドミントン協会検定合格第一種〉 C320¥3.800
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考兄 第16回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

IS口は、きのうの夢を
あすに実現する

創造力企業です。

業 務 内 容

●大型コンピュータのソフトウエア開発

(金融・科学技術計算など)

●中小型コンピュータのソフトウエア開発

(販売管理・生産管理などの事務処理システム)

●制御用コンピュータのソフトウエア開発

(電力・FAなどの産業用システム)
●ワークステーションによるシステム開発

(通信・LANなどのネットワークシステム)

茨城ソフトウエア開発株式会社(lSD)
本 社 〒 312茨 城 県 勝 田 市 枝 川 鳴 戸 先 892-1

丁巨L(0292)27-1933(代 )FAX(0292)27-1980

事務所 日立事業所・勝田事業所・つくば事業所



1見 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会
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〒 312 勝田市東石川 2706-2
TEL 0292(76)2181
FAX 0292(76)2130
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t兄:第 16回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

祝「必勝をお祈り致します。」

君たちの熱い躍動する力を

発揮して頂点へ〃

各種工作機械 板金機械販売

=:ヽ
茎瑾高 橋 機 械

本   社 日立 市 桜 川 町 3丁 目 15番 6号
〒316  電 言舌日立 0294(36)1288番 (代 )

FAX日 立 0294(37)1102番
勝田営業所 那珂郡那珂町大字菅谷寄居 1566-1
〒311-01 電 言舌那珂 0292(95)0266番 (代 )

FAX那 珂 0292(95)0260番
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(ルーラ

●デビュー

ワイド22)

パワー&スピードプレー時代に応え、誕生。

>打球面積を従来より5%∪ P/スウィートスポットがよ
リワイドに。

>フ レーム側面幅を30%厚 くし、さらに左右中央にはウエ

イトを付加。これにより、インパクト時のブレやネジレ

が抑えられ、コントロール性能が飛躍的に向上。

>シ ャフトに高反発を生むデュアルテーパー形状を採用。

新機能を搭載し攻撃力を倍加した、期待のニユーモデル

の登場です。

素 材 :スーバーグラファイト    0`'日本バドミントン協会険定合格
カラー :レッド・エメラルドグリーン     ¥11宅000(カバー付フレーム価格)
サイズ:UL-2・ 3・ 4              ¥:3」Ю(ガント張り上がり)

楽メーカー希望小売価格には、消費税は含まれておりません。

カワサキラケット販売株式会社

本 ネi:〒 130東京都墨田区両国2‐ 16-5あつまビル7F
TEL03‐ 3田6-77010 FAX.03‐ 3846‐ 7785



1兄 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

バドミントン選手権大会に声援を送る/

新しいクルマ社会あ つめる

ハードウェ乃 ノフトウェ励 技術集ヨ

事業内容

●自動車用機器の開発・設計

エンジン制御・駆動システム

車体制御システム、電装システム

●コンピュータソフトウェアの開発。設計 ティブ大友君

0日立オートモティブエン九アリング株式会社
本  社        〒312茨城県勝田市高場2477番地  0(0292)74-7611(代 |

横浜ソフトウェアセンタ 〒231横浜市中区南仲通3丁 目32番l 容 (045)212-5702n

日
立
那
珂
エ
レ
ク
ト
回
ニ
ク
ス
枷

計
測
関
連
技
術
を
基
に
、
各
種
の
工
業
プ
ラ
ン
ト

を
集
中
制
御
す
る
計
測
制
御
シ
ス
テ
ム
と
各
種
の
プ

ロ
セ
ス
量
を
計
測
、
制
御
す
る
た
め
の
工
業
計
器
を

中
心
に
計
測
機
器
の
研
究
開
発
、
製
造
を
行
っ
て
い

る
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
術
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
メ

カ
ニ
ク
ス
技
術
に
加
え
て
、
各
種
産
業
プ
ラ
ン
ト
の

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
納
入
し
て
培
っ
て

き
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
駆
使
し
多
様
な
二
―
ズ

に
応
え
て
い
る
。

さ
ら
に
八
イ
テ
ク
分
野
の
半
導
体
製
造
関
連
装
置

や
医
用
機
器
周
辺
機
器
も
手
が
け
て
お
り
、
最
先
端

の
技
術
開
発
に
努
め
て
い
る
。

ｏ
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担
当
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佐
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長

峰

●
採
用
瑕
種

４
設
計
ハ
ー
ド
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ェ
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・
ソ
フ
ト
ウ

ー
ア
の
開

発

・
設
計

ビ
ン
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
フ
リ

ン
グ

２
検
査

・
生
産
技
術

計
測
機
器
関
連
製
品
の
検
査

・
製
品
据

付
時
の
試
運
転
あ
よ
び
生
産
技
術

３
営
業
計
測
機
器
に
関
す
る
エ
ン
ジ

ニ
フ
リ
ン

グ
、
見
積

４
管
理
総
務
、
経
理
、
資
材
、
工
程
管
理

●
主
要
勤
務
地

本
社
工
場
　
茨
城
（内
原
町
）

営

業

所
　
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋

福
岡
、
仙
台

（希
望
に
よ
り
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ス
ク
ー
ル

erserroh.
セノー株式会社は.オリンピンクのオフィンャルリフライ

ヤーとして狛 奮技術をもったスボーン総合企業です.

ー ノ
ノ′ ル

4
ツ

ト

国産フィットネスマシンの雄、セノーが

学校向けのフィットネスマシンとして

開発したのが、このトレドシリーズ。

ソーズナブルな価格でありながら

鰈な全身くまなくトレーニングすることができ、しかもコンヾクトな
鰈漑
コンビネーションマシンだから、スペースをとりません。

勝讐桑11ノンショック、ウエイトシステム(PAT.P)の採用などにより
安全面でもパーフェクトを実現したトレド。

最良のフィットネス効果が得られます。

ヽ

ー

d ヽ
・ フ
/ヽ ●東関東支店

千葉県松戸市松飛台御囲 250番地
郵便番号  270 電話 (0473)85-||10○

5EFE]用「CΞ
先端分析技術を通して

科学の進歩と健康に貢献する企業

株式会社 日立サイエンスシステムズ

茨 城 県 勝 田市 市 毛 1040
TEL02 9 2-72-5471

茨城高専卒業生在職者

現在27名 活躍中。
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1兄 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

新技術にチャレンジする

明日への企業
電子応用機器設計製作

電子機器 。ワーヤーハーネス組立製造

制御盤組立製造

松井電気株式会社
代表取締役 松 井 寿 男

本社・工場

御前山工場

常 北 工 場

つくば分室

:〒 312

:〒:31]-45

:〒:311-43

〒 305

茨城県勝田市勝倉3433
T巨 L.0292-フ 2-30フ 9(代表 )
茨城県東茨城郡御前山野口201¬
丁巨L.02955-5-2526
茨城県東茨城郡常北町下青山由井沢 136
T巨 L.0292-88-2268
茨城県つくば市千現 2丁目 1番 6
つくば研究支援センター内 試作加工室
T巨 L.0298-58-6076

祝・全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

水戸ニコンがお届けする高品質、信頼のNikon製品。

E

目
爾

■
臓

名

地在

社

所

株式会社 水戸ニコン

〒311-01茨城県那珂郡那珂町菅谷4500番地

丁[三 L_0292-98-811l  FA× .0292-95-2231

ステッパー レチクルホルダー
ステツパー 鏡筒部品

ニコンF4

E醒躙
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[エアロギアー500]¥16,000
(フルカバー付)

■カラー :プランク,ネイビー

■サイズ :3U-2,3U-3

■素材 :ボロン・グラフアイト

[エアロギアー300]¥12,000
(フルカバー付)

■カラー :ライラック,パープル

■サイズ:2U-2,2U-3

■素材 :グラフアイト100%

′ |″

EFIEヨFZiに
=口

|「7
アEC〃NOた OGγ FOF l″′NⅣFPS,

スティッフ・シャフト

スティッフ・シャフト

選べるシャフト,3タイ
=″ ¬

オールラウンドタイプの決定版。

墓鰹!聖!=‖喫肇‐500 SHAP[ A[RO‐ DY‖AMI“

STYL[ BIG

W[16「 3じ 劉 U

BA[A‖優 TOP.H  EVE‖   TOP.L

FШ ST:F圧  離側LAR  FL臥

大
好
評
の
エ
ア
ロ
ギ
ア
ー
シ
リ
ー
ズ
に
、

ハ
ー
ド
ｏヒ
ッ
タ
ー
向
け
の
ス
テ
ィ
ッ
フ
ｏシ
ャ
フ
ト
を

採
用
し
た
エ
ア
ロ
ギ
ア
１
７
０
０
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
プ
ロ
仕
様
／
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
、

キ
レ
味
の
良
い
プ
レ
ー
が
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

しなりで飛ぼす,茂巧脈廟′九

望黎筵笙卍羹堅|・300

総輸入元 メトロレジヤー株式会社
〒101東京都千代田区外神田5-6-4 TEL(03)3833-3661(代 )

四
■
一

ゝ
Ｏ
Ｑ
[エアロギアー700]¥18,000
(フルカ/ヽ一イ寸)

■カラー :ラベンダー,モスグリーン

■サイズ:2U-2,2U-3

■素材 :セラミック・グラファイト

l―ド・ヒッタ・¬′

SHAPE A[R00YM‖ 1ロ

SWLE BIG

W[16肝 3U   2U   U
BALAHC[ TOP.H Ⅳ日 TOP L

FLⅨ STIFF[  R[GULAR  FLEX SHAPE AERO‐ DY‖ A‖ l“

STVL[ B:6

WE:GⅢ 3U   劉 U

BALAN圧 TOP‖   EVE‖   mRL
FL[X STIFFE  REGULAR  FLⅨ

」
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祝 第16回 全日本高等専門学校 バドミントン選手権大会

最先端の技術を使って

暮らしに新しい便利さや楽しさを

ビジネスに創造性や

高い生産性を実現すること。

それが、人と技術の理想をめざす

日立の「インターフェィス」の願いです)

lnterface
イ/タ ーフェイスはご人と技術の理想をめさす・日立のスローガンです

株式会社 日立製作所
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